
 

 

小金井キャンパス教職課程センター通信 

「こがねい」 

西館 B1 kkck@ml.hosei.ac.jp       NO.5 2025/7/2 

 いよいよ、⾸都圏の教員採⽤試験が始まります。 
今年度は、７⽉６⽇（⽇）が試験⽇です。これまでの準備の努⼒の成果を出せることを祈っています。 
今年度の⼩⾦井校舎学⽣の応募状況は、東京都⼀般 3 名（３）、⼤学３年⽣前倒し受験３名（4） 神奈川県⼀般
２名（0）、⼤学３年⽣前倒し受験１名（0）（ ）は昨年度受験者数です。東京都は教科別採⽤⾒込み数を明⽰し
ていませんので、⼩計は中・⾼等学校共通のそれぞれの数値です。 

 



 
 

  

 

前出の表を⾒てわかることは、東京都も神奈川県も、実受験者数は８割程度に減少しています。 
また、受験区分は神奈川を⾒てもわかるように多様化しています。これは、東京都も同様です。 
そのうちの１つが⼤学３年⽣前倒し受験です。神奈川県は今年度から導⼊されました。東京都は令和５年度か

ら実施していますので、結果をまとめました。この選考通過者全員が、次年度の採⽤試験を受験しているわけで
はありません。令和５年度⼤学 3 年⽣前倒し通過者 1,829 名で、令和６年度応募者数は 1,468 名と約 80％が応
募しています。 

 

 ７⽉２４⽇（⽊）に⾯接会場を２会場設置し、それぞれ２会場での⾯接練習を⾏います。 
事前に、⾯接想定質問を渡しています。準備は、単語で、簡単明瞭にして、準備し記憶しましょう。 
 
⼤学 3 年⽣前倒し受験者もしくは来年度教員採⽤試験受験予定者で、模擬⾯接希望者は相談室へ相談してくだ
さい。午後に空きができました。本番の面接をいち早く体験することができます。その際には、面接票の記入が

必要ですので、必ず 7 月２２日（火）までに申請してください。 

外 部 講 師 に よ る 面 接 指 導 

採⽤試験が終わったら、⼩論⽂は復元して相談室へ提出してもらいます。これを復元論⽂と称して、相談室の
⼤切な資料となっています。⽇にちがたつと忘れてしまうものです。その⽇のうちに⼿をつけてください。お願
いします。 

また、年末に 「合格者体験を聴く会」設定します。合格した皆さんの奮闘、悩み、葛藤、これからの展望、意
欲などを後輩の皆さんへ直に伝えていただく機会です。これも⼤切な継承です。ぜひ参加してください。 

採⽤試験 2 次試験の発表は、神奈川県 9/16、東京都 9/30 です。履修カルテを提出された皆さんに、来年度以降
の受験予定調査を始めます。 

⼀般受験、⼤学推薦希望の有無、⼤学 3 年⽣前倒し受験、⾃治体の教員養成システムに参加の有無等を調査しま
す。受験希望の⽅々とは、⾯接を実施します。今の⼼境や抱えている悩みや不安を共有していきましょう。10 ⽉か
らは、⼩論⽂対策を始めていきます。まずは何を書くのか。どのような教師を目指すか。からです。 

その後今年度も「アナウンサーによる講演会」を実施します。話し⼿のプロによる話し⽅の⼿ほどきを受けます。
⼈前で話すことは緊張しますが、相⼿から話を引き出したり、相⼿の注意を引くなどの話し⽅を⾝に着けていきま
しょう。これは、教員養成にも必要ですが、社会⼈としても備えておくべき術です。 


